
前
期
組
織
拡
大
の
取
り
組
み

　
各
支
部
拡
大
目
標
を
達
成
し
、
組
織
純
増
を
目
指
そ
う

　
第
七
十
九
回
定
期
大
会
に
お

い
て
、
全
体
の
年
間
拡
大
目
標

を
四
〇
〇
名
に
決
定
。
ま
た
、

前
期
拡
大
目
標
を
全
体
で
二
〇
〇

名
と
し
て
、
各
支
部
の
拡
大
目
標

を
設
定
、
目
標
達
成
に
向
け
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
前
期
期
間
の
う
ち
、
六
月
か

ら
十
月
ま
で
の
組
織
拡
大
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
新
規
加
入
者

が
一
四
五
名
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
大
村
支
部
、
島
原

支
部
、
佐
世
保
東
支
部
の
三
支

部
が
前
期
拡
大
目
標
を
達
成
し

て
い
ま
す
。（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

○
新
規
加
入
者
の
動
向
に
つ
い
て

　
◇
加
入
理
由

　
約
半
数
は
長
建
国
保
加
入
を

目
的
と
し
て
組
合
に
加
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
次
い
で
会
社
で
加

入
す
る
が
約
三
十
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
理
由
と
し
て
は
、
働

き
方
改
革
の
推
進
や
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
導
入
に
よ
り
就
労
形

態
が
変
化
し
た
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。（
グ
ラ
フ
２
参
照
）

　
◇
年
齢
層
に
つ
い
て

　
新
規
加
入
者
の
う
ち
10
代
と

20
代
は
約
四
十
％
、
こ
れ
に
30

代
を
加
え
る
と
約
六
十
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
若
年
層
の
建
設

業
へ
の
入
職
者
は
少
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は

多
く
の
若
者
が
建
設
業
に
入
職

し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、

離
職
者
も
多
く
脱
退
者
の
う
ち
30

代
以
下
は
約
二
十
五
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
ま
た
脱
退
で
最
も
多
い

年
代
は
70
歳
以
上
で
、
約
三
十

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
グ
ラ

フ
３
参
照
）

　
組
織
の
強
化
と
活
性
化
を
図

る
た
め
に
も
、
未
加
入
者
情
報

の
収
集
や
未
加
入
者
の
掘
り
起

こ
し
な
ど
組
織
拡
大
と
合
わ
せ

て
、
若
年
層
を
は
じ
め
と
し
た

各
年
代
で
の
脱
退
防
止
へ
も
力

を
注
ぎ
、
組
織
拡
大
目
標
達
成

と
組
織
純
増
を
目
指
し
て
、
皆

様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

拡大目標数と実績
令和６年10月末現在

支部 拡大目標数 拡大 
実績年間 前期

中 央 大 浦 36 18 15
市 南 20 10 5
東 長 崎 26 13 11
浦 上 西 41 20 16
浦 上 東 15 8 5
西 彼 37 18 15
諫 早 41 20 5
大 村 38 19 ☆ 21
島 原 37 19 ☆ 21
佐世保中央 25 13 3
佐 世 保 東 28 14 ☆ 15
佐 世 保 北 20 10 4
北 松 20 10 7
平 戸 13 6 1
五 島 3 2 1
合 計 400 200 145

☆印は拡大目標達成

県
北
地
区
　
労
働
安
全
推
進
大
会

　
　
　
労
働
災
害
の
撲
滅
を
誓
う

　

十
一
月
五
日
㈫
、佐
世
保
市
労

働
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、県
北
地

区
労
働
安
全
推
進
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、長
崎・県
央
地
区

と
県
北
地
区
と
、隔
年
で
交
互
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
は
、須
藤
副
執
行
委
員
長

の
挨
拶
に
始
ま
り
、労
災
事
故
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
黙
祷
を
捧

げ
、主
催
者
代
表
挨
拶
と
し
て
佐

藤
執
行
委
員
長
が
事
故
の
撲
滅
を

改
め
て
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、佐
世
保
労
働
基
準
監

督
署
安
全
衛
生
課
長 

岡
村
康
弘

氏
よ
り「
建
設
業
に
お
け
る
労
務

管
理
の
留
意
点
」に
つ
い
て
、ま

た
佐
世
保
労
働
基
準
監
督
署
副
署

長 

石
見
大
輔
氏
よ
り「
労
働
安
全

衛
生
規
則
の
法
改
正
等
」に
つ
い

て
、記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、各
支
部
よ
り
推
薦
さ

れ
た
五
名
に
対
す
る
労
働
安
全
功

労
賞
表
彰
で
は
、佐
藤
執
行
委
員

長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、本

田
支
部
長（
佐
世
保
中
央
支
部
）よ

り
安
全
の
誓
い
が
宣
言
さ
れ
、
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
石
田
副
執
行
委
員
長

の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
、
現
場
で

の
労
働
災
害
撲
滅
を
改
め
て
認
識

す
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

あいさつをする
佐藤委員長

安
全
功
労
賞
を
受
け
ら
れ
た
皆
様

労
働
安
全
功
労
賞
受
賞
者

�

（
敬
称
略
）

（
有
）
え
も
と
工
務
店

　
柄
本
　
克
孝

�

（
佐
世
保
中
央
支
部
）

中
村
左
官

　
中
村
　
広
次

�

（
佐
世
保
東
支
部
）

（
株
）
戸
田
建
設

　
戸
田
　
勇
治

�

（
佐
世
保
北
支
部
）

大
石
建
築

　
大
石
　
祐
二�

（
北
松
支
部
）

（
株
）
原
田
総
建

　
原
田
　
仁
志�
（
平
戸
支
部
）

R6.5R5.5R4.5

550

450

350

250

加
入
・
脱
退
数

グラフ1　建設長崎組織数の推移

組
織
数

6000
5000
4000
3000
2000
1000
0 R3.5R2.5R1.5

年

480480

429429
465465

457457

389389371371 384384
407407

440440

492492

626964016496654865256485

516516502502

その他
3%

会社で加入
31%

労災保険
19%

長建国保
47%

グラフ2　加入理由
（令和6年6月～10月）

長建国保
労災保険
会社で加入
その他
 
合計 

69名
27名
45名
4名

145名

70代以上 3%
60代4%

50代
7%

40代
25%

30代
21%

20代
32%

10代
8%

グラフ3　年代別割合
（令和6年6月～10月）

10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代以上

合計

12名
46名
30名
37名
10名
6名
4名

145名

その他
12%

防水工
5%

塗装工
5%

設備工
6%
解体工
6%
電気工
6% 大工

6%

建設
事務
8%

鉄筋・
鉄骨工
8%

内装工
8%

配管工
8%
配管工
8%

土木工
10%

鳶工
12%

グラフ4　職種別割合
（令和6年6月～10月）
鳶工
土木工
配管工
内装工
鉄筋・鉄骨工
建設事務
大工
電気工
解体工
設備工
塗装工
防水工
その他

17名
14名
12名
11名
11名
11名
9名
9名
9名
9名
8名
7名
18名

　

十
一
月
二
十
一
日
、「
物
価

高
騰
か
ら
仕
事
と
暮
ら
し
を
守

れ
！
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
予

算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
が
、

東
京
、
日
比
谷
公
園
大
音
楽
堂

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冷
た
い
小
雨
が
降
る
な
か
全

国
四
十
七
県
連
・
組
合
か
ら

一
九
一
八
名
の
仲
間
が
集
結
。

建
設
長
崎
か
ら
は
、
佐
藤
執
行
委

員
長
他
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
鈴
木
貴
雄
執
行
委
員
長

は
、「
長
引
く
物
価
高
騰
で
実

質
賃
金
は
減
少
し
続
け
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
建
設

産
業
で
も
物
価
上
昇
を
上
回
る

賃
金
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と

強
調
。「
一
〇
〇
万
人
国
会
請

願
署
名
の
歴
史
的
成
果
を
背
景

に
、
現
場
で
働
く
労
働
者
の
処

遇
改
善
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
」

と
全
国
の
仲
間
に
訴
え
ま
し
た
。

　

大
会
決
議
で
は
、「
賃
金
・

単
価
の
引
き
上
げ
、
建
設
業
の

担
い
手
確
保
・
育
成
に
向
け
た

労
働
環
境
の
改
善
、
私
た
ち
建

設
業
で
働
く
者
の
命
の
綱
で
あ

る
建
設
国
保
へ
の
補
助
金
確
保

や
保
険
証
交
付
の
存
続
を
勝
ち

取
ろ
う
」
と
の
決
議
案
が
大
き

な
拍
手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
全
国
の
代
表
団
に

よ
る
厚
労
省
、
国
土
交
通
省
、

財
務
省
等
へ
の
要
請
行
動
を
実

施
。
ま
た
、
大
会
後
に
は
東
京

駅
周
辺
ま
で
デ
モ
行
進
も
行
わ

れ
建
設
技
能
者
の
処
遇
改
善
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

11／21

予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会

日比谷
大音楽堂

～
物
価
高
騰
か
ら
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
れ
～

雨天にも関わらず多くの仲間が結集

プラカードを掲げ　決議の採択

地
元
国
会
議
員
要
請

　
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会

開
催
に
先
立
ち
、
地
元
選
出
の

国
会
議
員
に
対
し
て
要
請
行
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
建
設
業
従
事
者
の
厳
し
い
状

況
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
建
設

国
保
の
育
成
強
化
と
国
保
組
合

へ
の
国
庫
補
助
の
現
行
水
準
確

保
に
向
け
て
、
財
務
省
・
厚
労

省
へ
の
働
き
か
け
を
強
く
お
願

い
し
ま
し
た
。

山本啓介議員へ要望書を手渡す

【
要
請
先
】

《
衆
議
院
議
員
》

西
岡　

秀
子 

氏
（
国
民
民
主
党
）

加
藤　

竜
祥 

氏
（
自
民
党
）

山
田　

勝
彦 

氏
（
立
憲
民
主
党
）

金
子　

容
三 

氏
（
自
民
党
）

《
参
議
院
議
員
》

古
賀
友
一
郎 

氏
（
自
民
党
）

山
本　

啓
介 

氏
（
自
民
党
）

December
No.714
２０２4年12月１５日

１部２０円　組合員の購読料は組合費に含みます
印刷●㈱昭和堂　TEL095-821-1234

12
発行●長崎県建設産業労働組合　〒852-8021　長崎市城山町１７番５８号　TEL095 -862 -7121　FAX095 -862 -5281　http//www.kensetunagasaki.org/　発行責任者●若杉孝雄　編集人●古井宏樹

【年末年始のお知らせ】
仕事納め
仕事始め

12月27日（金）
1月 6日（月）

年末の事務処理は12月26日㈭まで
新年の通常業務は 1月 7日㈫より

建 設 長 崎 毎月１回１５日発行　　２０２4年（令和６年）12月１５日発行第 714 号　（１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）�1



浦
上
東
支
部
～
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場
と
し
て
～

　
十
一
月
十
日
㈰
、
浦
上
東
支

部
で
は
女
の
都
二
丁
目
公
民
館

に
お
い
て
組
合
員
・
主
婦
会

十
四
名
の
参
加
で
住
宅
デ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。
浦
上
東
で
は

一
年
お
き
に
山
里
地
区
と
交
互

に
開
催
し
て
お
り
、
受
付
時
間

に
な
る
と
半
時
間
足
ら
ず
で
多

く
の
来
客
が
訪

れ
て
研
ぎ
手
の

皆
さ
ん
は
、
落

ち
着
い
て
一
服

す
る
間
も
な
く

午
前
中
い
っ
ぱ

い
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
近
は
組
合

員
の
高
齢
化
や

機
械
工
具
の
発

達
に
よ
り
包
丁

が
研
げ
る
仲
間

が
少
な
く
な
っ

て
、
参
加
動
員
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
地

域
住
民
と
の
交
流
の
場
と
し
て
継

続
し
て
い
け
る
よ
う
、
先
輩
組
合

員
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
駐
車
場
の
確
保
等
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
野
口
市

議
、
自
治
会
長
、
元
組
合
員
の
川

口
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

支
部
だ
よ
り　
秋
の
住
宅
デ
ー
を
開
催

浦
上
西
支
部
～
秋
空
の
も
と
丁
寧
に
研
ぎ
上
げ
る
～

　
浦
上
西
支
部
で
は
、
十
一
月

三
日
㈰
に
組
合
本
部
・
駐
車
場

に
て
支
部
住
宅
デ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
気

持
ち
の
良
い
秋

空
の
中
、
十
六

名
の
組
合
員
さ

ん
と
四
人
の
主

婦
会
の
皆
さ
ん

に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ご
来
場
さ
れ

た
方
は
城
山
自

治
会
地
域
の

方
々
五
十
二
名

で
、
全
部
で

百
十
本
の
包
丁

を
研
ぎ
上
げ
ま

し
た
。

　
皆
さ
ん
が
一
心
に
包
丁
を
研

ぎ
上
げ
て
る
様
を
見
て
い
た
地

域
の
方
か
ら
は
、「
さ
す
が
職
人

さ
ん
だ
な
ぁ
」
と
仰
ら
れ
て
い

た
方
も
お
ら
れ
、
本
当
に
開
催

で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
、

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

〈
参
加
者
〉（
順
不
同
・
敬
称
略
）

佐
藤　

昭
彦

木
下　

広
次

河
上　
　

茂

平
出　

壽
夫

前
田　

三
男

濵
口　

信
夫

山
下　

弘
記

山
下　

健
二

山
形
マ
ス
子

栗
原
由
里
子

佐
藤
委
員
長

村
岡　

広
明

川
瀬　
　

彰

道
端　

敏
章

山
形　
　

信

松
本　

初
男

原
口　
　

茂

河
内
俊
之
輔

大
谷　

託
美

道
端
ナ
ミ
子

古
賀　

純
子

石
田
副
委
員
長

〈
参
加
者
〉（
順
不
同
・
敬
称
略
）

田
崎　

順
一

深
井　

伸
也

藤
田　
　

登

田
島　

浩
文

濱
﨑　

豊
己

濱
﨑
亜
紀
子

増
田
仁
智
子

西
平
書
記
長

野
口　

耕
平

増
田　

啓
治

田
川　

和
博

渡
辺　

政
徳

吉
田　

光
夫

田
川　

ヤ
エ

藤
田　

靜
代

市
南
支
部
～
チ
ラ
シ
効
果
で
大
盛
況
！
～

　

市
南
支
部
で
は
十
一
月
十
日

㈰
に
ジ
ョ
イ
フ
ル
サ
ン
江
川
店

前
広
場
に
て
住
宅
デ
ー
（
包
丁

研
ぎ
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
近
隣

住
宅
に
千
部
ほ

ど
折
込
チ
ラ
シ

を
配
布
し
、
そ

の
効
果
な
の
か
、

出
だ
し
か
ら
た

く
さ
ん
の
来
場

者
が
見
え
ら
れ

大
盛
況
。
お
店

に
来
ら
れ
た
方

か
ら
も
「
何
時

ま
で
し
て
ま
す

か
？
」
な
ど
包

丁
の
数
も
増
え

て
い
き
ま
し
た
。

途
中
か
ら
雨
も

降
り
だ
し
予
定

よ
り
三
十
分
程
度
早
く
受
付
を

終
え
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
前

回
を
超
え
る
、
来
場
者
五
十
二

名
、
包
丁
百
三
十
七
本
、
鎌
二

本
を
研
ぎ
あ
げ
ま
し
た
。

　
早
朝
か
ら
の
積
み
込
み
、
会

場
設
営
、
ま
た
、
お
忙
し
い
中

に
も
関
わ
ら
ず
参
加
頂
き
ま
し

た
組
合
員
・
主
婦
会
の
皆
様
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

〈
参
加
者
〉（
順
不
同
・
敬
称
略
）

小
宮　

清
治

中
島　

善
明

一
ノ
瀬　

崇

山
本　

秀
夫

荒
木　

貞
徳

酒
井　

道
男

西
村　

源
弥

篠
原　

美
香

佐
藤
委
員
長

山
下　

和
哉

山
﨑　

昌
晴

山
下　

洋
二

中
島　

直
人

山
下　

俊
之

三
村　

義
光

山
口　

文
子

石
田
副
委
員
長

北
松
支
部
鹿
町
分
会
～
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
年
よ
り
少
な
く
～

　
十
一
月
十
日
㈰
、
鹿
町
分
会

を
中
心
と
し
た
住
宅
デ
ー
を
鹿

町
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
て
実
施
し
、
組
合
員
さ

ん
、
主
婦
会
を

あ
わ
せ
て
十
四

名
の
方
々
に
ご

参
加
頂
き
ま
し

た
。

　
鹿
町
分
会
住

宅
デ
ー
は
、
例

年
地
区
の
文
化

祭
に
あ
わ
せ
て

行
っ
て
い
ま
す

が
、
当
日
は
あ

い
に
く
の
雨
模

様
と
な
り
、
例

年
に
比
べ
る
と

来
場
者
も
少
な

か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
、
徐
々
に
雨
が
強
ま
る

中
、
四
十
八
名
の
来
場
者
が
あ

り
、
百
八
本
の
包
丁
を
研
ぎ
上

げ
ま
し
た
。

　

組
合
員
さ
ん
、
主
婦
会
の

方
々
に
は
朝
早
く
か
ら
ご
協
力

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

〈
参
加
者
〉（
順
不
同
・
敬
称
略
）

須
藤　

輝
久

近
藤　

力
也

田
中　

祐
二

野
中　
　

毅

中
野　

芳
行

筒
井　

健
二

野
中　

泰
澄

福
田　

敏
幸

坂
中　

善
男

近
藤　

生
喜

出
口　

仁
美

和
田　

茂
史

野
中　

裕
生

近
藤　

和
子

プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
～
次
回
も
会
い
ま
し
ょ
う
～

中
央
・
浦
上
総
支
部

　

組
合
で
は
、
先
輩
組
合
員

七
十
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

「
プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
」
と
し
て
、

毎
年
地
区
別
に
、
親
睦
会
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
長
崎
地
区
で
は
、
浦

上
総
支
部
が
十
一
月
一
日
㈮
、

串
串
〈
花
丘
店
〉、
中
央
総
支

部
が
十
一
月
八
日
㈮
、
銀
鍋

〈
銅
座
町
〉
で
そ
れ
ぞ
れ
懇
親

会
を
開
催
。
両
総
支
部
と
も
に
、

二
十
名
程
度
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、

「
去
年
の
プ
ラ
チ
ナ
以
来
や
ね
。

家
で
は
、
あ
ん
ま
り
飲
ま
ん
と

け
ど
、
懐
か
し
い
仲
間
と
会
う

と
お
酒
が
す
す
む
ね
～
」
と
、

美
味
し
い
酒
と
料
理
を
堪
能
し
、

久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
方
々
と
懇

親
を
深
め
、
思
い
出
話
で
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

帰
る
際
に
は
、「
今
日
は
五

時
ス
タ
ー
ト
で
ち
ょ
っ
と
早

か
っ
た
け
ん
。
今
度
は
六
時
に

し
よ
う
。
店
は
⃝
⃝
で
」
と
、

も
う
来
年
の
開
催
時
間
・
場
所

を
決
め
な
が
ら
、「
次
回
も
会

い
ま
し
ょ
う
」
と
再
会
を
約
束

し
合
い
、
両
懇
親
会
と
も
盛
会

裏
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

諫
早
支
部

　
諫
早
支
部
の
プ
ラ
チ
ナ
友
の

会
を
、
十
一
月
十
九
日
㈫
割
烹

す
み
れ
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
七
十
歳
以
上
の
先

輩
組
合
員
の
方
々
と
、
本
部
役

員
合
わ
せ
て
二
十
一
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
山
崎
支
部
長
と

佐
藤
委
員
長
が
主
催
者
を
代
表

し
て
の
挨
拶
。
村
山
先
輩
の
乾

杯
の
音
頭
で
、
懇
親
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
昨
年
以
来
の
一
年
ぶ
り
の
近

況
と
、
若
き
頃
の
思
い
出
話
で

大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
早
く
も
来
年
の
開
催
を
約

束
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

中央総支部「銀鍋」

浦上総支部「串串」

本
部
青
年
部
第
二
回
幹
事
会
兼
交
流
会
～
さ
か
な
市
場
ｉｎ
長
崎
市
～

お
酒
が
進
む
に
つ
れ
、
盛
り
上

が
る
青
年
部
活
動
の
今
後
・・・

　
令
和
六
年
十
一
月
十
六
日
㈯

さ
か
な
市
場
銅
座
店（
長
崎
市
）

に
て
、
第
二
回
本
部
青
年
部
幹

事
会
兼
交
流
会
を
総
勢
二
十
六

名
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
方
山
部
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま

り
、
佐
藤
委
員
長
か
ら
も
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

組
織
の
現
況
報
告
、
今
後
予
定

の
説
明
を
終
え
、
交
流
会
へ
と

移
り
ま
し
た
。
乾
杯
の
ご
発
声

を
副
島
副
部
長
か
ら
い
た
だ
き
、

交
流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
お
酒
が
進
む
に
つ
れ
て
、
笑

い
声
な
ど
が
一
層
大
き
く
な
り
、

盛
り
上
が
っ
て
い
る
雰
囲
気
で

し
た
。
気
が
付
け
ば
予
定
を
し

て
い
た
二
時
間
を
過
ぎ
、
名
残

惜
し
み
つ
つ
も
、
閉
会
に
移
り

ま
し
た
。

　
閉
会
あ
い
さ
つ
を
大
水
事
務

局
長
か
ら
い
た
だ
き
、
最
後
は

「
一
本
締
め
」
で
交
流
会
を
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
本
部
青
年
部
幹
事
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

建 設 長 崎毎月１回１５日発行　　２０２4年（令和６年）12月１５日発行 （１９７４年５月３０日　第３種郵便物認可）　第 714 号 �2



（裏面）

（表面）

国 保 だ よ り
令和６年度、脳ドック補助事業も実施しています！
～脳の病気を予防しましょう！ 脳ドックで早めの対策を！～

１ ．補助対象者
毎年４月１日現在で40歳以上の方
４月２日～翌年の３月31日までの期間に40歳に達した方につきましては、
次年度以降の対象となります。

２ ．対象検査
医療機関において実施するMRI・MRA検査（自費診療）が対象となり
ます。

３ ．検査費用
検査費用が15,000円以上である場合に限り、１回につき最大20,000円が補
助となります。また、補助につきましては、２年に１回限りとなります。
（例）令和６年５月受診の場合⇒令和８年４月より再度補助対象となりま
す）

４ ．補助対象人員
補助対象人員を60名とし、人員に到達次第、終了となります。
今後の補助状況等を踏まえ、所要の見直し等を行います。

５ ．実施期間
令和６年４月１日受診分より

６ ．申請方法
各所属事務所の窓口に脳ドック補助金申請書用紙がございますので、下記
記載の申請に必要なものをご持参の上、お手続きをお願いいたします。
【申請に必要なもの】
・領収証（原本）※
・印鑑
・ご指定の金融機関の通帳（注）
※領収書（原本）は、受診者名、日付、医療機関名、金額、但し書きに明
記されているものに限ります（レシート不可）

７ ．支払方法
申請書受付月の翌月15日（土日祝日の場合は次の平日）にご指定の金融
機関に送金する予定です。尚、支給決定（振込）通知は行いませんので、
各自預金通帳にてご確認下さい。

８ ．申請期限
補助申請の期限は、領収書発行日（受診日）より１年とします。

（注）申請の際に、必ず「ご指定の金融機関の通帳」をご提出ください。
　　ご提出がない場合、送金が保留になりますのでご注意ください。

マイナ保険証への移行
●現行の保険証は、令和 ６ 年12月 ２ 日以降発行されなくなります
　健康保険証は、マイナンバーカードを基本とする仕組み（マイナ保険証）に移行
し、令和６年12月２日から現行の健康保険証の新規発行はなくなります。

●現在お持ちの保険証
　令和６年12月 １日までに発行された長建国保の保険証は、保険証に記載された
有効期限までご利用できます。（最長：令和７年７月31日まで）
※�長建国保以外の健康保険に加入された場合は、その健康保険の資格取得日から長
建国保の保険証は使用できません。

●�各種届出（被保険者の取得、喪失、住所変更等）はこれまで通り所属支部
での手続きが必要になります

　結婚や出産、退職などで扶養家族が増えた、あるいは就職や結婚、死亡や世帯分
離等で扶養家族が減った、住所や氏名が変わったなど、組合員世帯に異動があった
時は、14日以内に届出が必要です。
　資格の取得、喪失の届出が遅れてしまいますと、マイナンバーに紐づく資格情報
について更新が行われず、扶養家族の保険料を遡って納付いただいたり、保険料の
返還が受けられない場合がありますので、お届け忘れが無いよう、ご確認いただき、
該当される場合は速やかに所属支部にて手続きをお願いします。

こんな時は手続きが必要です！
〇家族が市町村国保から長建国保に加入するとき 〇住所、氏名が変わったとき

〇家族が会社を退職し、長建国保へ加入するとき 〇被保険者証等を紛失、破損したとき変わったとき

〇出産したとき 〇修学のため自宅を離れる場合

〇長建国保を脱退するとき 〇介護、福祉施設等に長期入所（入園）する場合

〇就職等で健康保険に加入したとき 〇組合員が法人として事業を行うようになったとき

〇市町村国保に加入するとき 〇保険料の賦課区分に変更が生じたとき

〇被保険者が死亡したとき 〇�40～65歳未満（介護第 ２号被保険者）で国が定め
る介護適用除外施設に入所するとき〇�修学や施設入所以外の理由で組合員世帯から転

出したとき

※�お手続きによっては提出していただく書類がございますので、ご不明な点等ござ
いましたら、所属支部、または長建国保までお問い合わせ下さい。

●�健康保険証に代わり、「資格情報のお知らせ」又は「資格確認書」が発行
されます

　資格情報の変更による各種届出を行った場合は12月 ２日以降、マイナ保険証の
保有状況（マイナンバーカードを保険証としての利用登録の有無）により、次のい
ずれかの書類が発行されます。

　　　　・利用登録されている方　→　資格情報のお知らせ
　　　　・利用登録していない方　→　資格確認書

（見本）　　資格確認書（カード式）

インフルエンザ予防接種を助成しています！
感染対策にお役立てください

　※フルミスト（鼻から接種できる予防接種）に関しては
　　補助対象となりませんのでご注意ください！！

　長建国保では加入している被保険者（組合員、家族）全員を対象に、季節
性インフルエンザ及び新型インフルエンザのワクチン接種に係る費用の補助
を実施しております。

インフルエンザの予防接種補助の申請について
《補助の対象者》
　長建国保加入の被保険者（組合員及び家族）

《補助の対象》
　季節性インフルエンザ及び新型インフルエンザのワクチン接種（以下予防
接種という）に係る自己負担の費用が１回につき、1,500円を超えた場合、
1,500円を超えた額を補助いたします。
※�「フルミスト」の予防接種につきましては、補助対象となりませんのでご
注意ください。

《補助の申請》
　当該組合員が所属する長崎県建設産業労働組合の支部窓口で被保険者証を提
示し、申請書（様式第一号）に予防接種の領収書等を添えて申請してください。

《補助申請の期間》
　補助の申請は予防接種を受けた日の属する月の末日から起算して６ヶ月以
内となっておりますので、接種後早めに申請してください。
　（例）１月10日に予防接種を受けた場合は、７月31日までに申請が必要です。

《申請に必要なもの》
・被保険者証
・予防接種の費用と分かる領収書及び明細書等
・印鑑

《補助の交付》
　補助金の交付は、申請に問題がなければ受付時に支部窓口で交付いたします。

《補助対象期間》
　今年度のインフルエンザの予防接種の補助対象期間は、令和７年３月31
日までとなっております。（※この期間のうち、実際にワクチンを受けられ
る期間は市町村や医療機関毎に異なることがありますので、お住まいの市町
村窓口や接種を予定されている医療機関にお問合せください。）

長建  太郎
ﾁｮｳｹﾝ  ﾀﾛｳ

長建  太郎

（見本）
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▲中小建設業者新春交流集会

▲3.22総決起集会

本部旗開き
▲九地協企業交渉（於：積水ハウス）

▲長崎県への要請行動

▲第65回全建総連定期大会

▲本部主婦会総会

▲本部青年部大会 ▲スポーツ大会

▲住宅デー（無料包丁研ぎ）

▲第79回本部定期大会

▲献納された千羽鶴

▲予算要求中央総決起集会

▲スポーツ大会（優勝チーム）

2024年の主な活動
１ 月

・本部旗開き（ ５ 日）
・中小建設業者新春研修会、交流会（26日）
・各支部旗開き
・本部主婦会新春交流会（29日）

２ 月
・所得税確定申告受付（ １ 日～29日）
・本部執行委員会（基本賃金決定）（ ８ 日）
・長建国保 第108回組合会（29日）

３ 月
・確定申告書一括提出
・消費税申告受付
・建設業許可変更届受付
・建設長崎 ３ ・22総決起集会（22日）

４ 月
・働き方改革関連法案 施行（ １ 日～）
・建設長崎スポーツ大会（ボウリング）（21日）
・衆議院長崎第 ３ 区（旧）補欠選挙（28日）

５ 月
・長崎地区メーデー（ １ 日）
・労働保険年度更新受付（ ７ 日～ ６ 月 ７ 日）
・九地協青年部交流集会（19日～20日）

６ 月
・九地協企業交渉（ ６ 日～ ７ 日）
・本部青年部大会（19日）
・全国主婦会交流集会（20日～21日）

７ 月

・長建国保保険証更新（郵送）
・本部主婦会総会（10日）
・全建総連予算要求中央総決起大会（12日）
・建設長崎第79回定期大会（21日）
・中小建設業協会第12回定期総会（25日）
・長建国保 第109回組合会（29日）

８ 月
・広島建労慰霊祭（ ５ 日）
・建設長崎慰霊祭（ ８ 日）
・諫早市長要請行動（22日）

９ 月
・専門学院 ２ 級建築施工管理技士講習スタート（ ３ 日～）
・中小建設業協会 県との意見交換会（ ４ 日）
・各支部大会
・長建国保 臨時組合会（27日）

10月
・中小建設業協会 長崎県、長崎市要請行動（17日、29日）
・まちづくり総合住宅フェア（19日～20日）
・全建総連第65回定期大会（23日～25日）
・第50回衆議院議員選挙（27日）

11月

・各地区プラチナ友の会
・労働安全推進大会（県北地区）（ ５ 日）
・本部主婦会日帰り旅行会（ ６ 日）
・足場の組立て等作業主任者講習（ ９ 日～10日）
・全国青協幹部会議（10日～11日）
・本部青年部交流会（16日）
・全建総連予算要求中央総決起集会（21日）
・佐世保市長要請行動（29日）

12月
・福岡国税局交渉（18日）
・中小協会 建設業許可電子申請等の講習会（各地区）
・仕事納め（27日） 本

部
主
婦
会
日
帰
り
旅
行
会
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
こ
こ
数
年

中
止
し
て
い
た
日
帰
り
旅
行
会

が
、
十
一
月
六
日
総
勢
四
十
五

名
の
参
加
で
久
し
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
長

崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
て
、
情

景
展
示
や
実
物
資
料
、
美
術
工

芸
品
の
鑑
賞
を
通
し
て
、
改
め

て
独
自
の
歴
史
を
も
つ
長
崎
の

文
化
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
懇
親
会
会
場

「
世
界
新
三
大
夜
景
」
が
一
望

で
き
る
矢
太
樓
へ
。
樋
口
副
会

長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
山

形
会
長
、
佐
藤
執
行
委
員
長
の

挨
拶
を
う
け
、
山
形
会
長
の
乾

杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
美
味
し
い
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
、
久
し
ぶ
り
に
集
う

皆
さ
ん
の
会
話
も
弾
む
中
、
恒

例
の
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
や
カ

ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
全
員
で
「
河
内
お
と

こ
節
」
を
踊
り
、
大
水
副
会
長

の
閉
会
の
挨
拶
で
日
帰
り
旅
行

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

足
場
作
業
主
任
講
習
会
　

11／9

11／10

～

　
建
設
長
崎
専
門
学
院
で
は
、

十
一
月
九
日
と
十
日
の
二
日
間
、

組
合
本
部
で
「
足
場
の
組
立
て

等
作
業
主
任
者
講
習
会
」
を
開

催
。

　
組
合
新
聞
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
案
内
を
掲
載
し
募
集
を
行
い
、

十
三
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
講
習
に
つ
い
て
は
規
定
で
定

め
ら
れ
て
お
り
、
十
四
時
間
の

講
習
科
目
の
受
講
と
、
講
習
後

に
修
了
考
査
（
テ
ス
ト
）
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
修
了
考
査

で
一
定
以
上
の
成
績
を
修
め
る

こ
と
に
よ
り
作
業
主
任
者
の
資

格
が
取
得
で
き
ま
す
。

　
今
回
受
講
さ
れ
た
十
三
名
の

方
は
見
事
に
全
員
合
格
し
足
場

作
業
主
任
者
の
資
格
を
取
得
さ

れ
ま
し
た
。

令和７年４月から３つのルール改正！

その１
全ての新築で省エネ基準適合を義務化！

その２
木造戸建住宅※の建築確認手続き等を見直し！

※階数 ２ 以上又は延べ面積200㎡超

その３
木造戸建住宅の壁量計算等を見直し！
わかりやすい解説動画やテキストはこちら

■解説動画
　https://shoene
　hou-online.jp/

■テキスト
　https://www.mlit.
　go.jp/jutakukentiku/
　house/04.html
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